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研究テーマ
１． 大腸癌における極長鎖脂肪酸の発現意義
２． 癌幹細胞のプロファイル解析と癌治療への応用
３． サルコペニアを伴う大腸癌患者の治療に関する

研究
４. 癌の化学・放射線療法、分子標的薬における治

療効果予測法の開発
５． 癌免疫療法の開発
６． 大腸早期癌内視鏡治療後の追加腸切除の適応の

研究

当科では、基礎と臨床を繋ぐTranslational researchの視点から、最先
端の技術を用い、主に癌の診断と治療に関して以下のテーマで研究を
行っています。

国際学会での発表や論文作成を奨励しており、英文国際誌の論文掲載を目
標に学位取得を目指します。



研究実績(学位論文のみ）
1. Impact of Fluoropyrimidine and Oxaliplatin-based Chemoradiotherapy in Patients With Locally Advanced Rectal 

Cancer. Okada Y, Ozawa T, Hayama T. Ohno K, Tsukamoto M, Fukushima Y, Shimada R, Nozawa K, Matsuda K,  
Hashiguchi Y. In Vivo. 2021;35(1):593-601.

2. Circulating Exosomal MicroRNA-21 as a Biomarker in Each Tumor Stage of Colorectal Cancer. Tsukamoto M, 
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3. Clinical significance of microRNA-21 as a biomarker in each Dukes‘ stage of colorectal cancer. Fukushima Y,
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4. Clinicopathological and prognostic significance of the microRNA processing enzyme DICER1 mRNA expression 
in colectal cancer patients. Akahane T. Mol Clin Oncol. 2013 Mar;1(2):267-273. 
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臨床面も充実している！

１．下部消化管に関わる緊急処置を有する良性症例から進行した悪性疾患
までの豊富な症例を有しており，大腸癌，大腸ポリープ，大腸ポリポーシ
スなど。昨年からIBDセンター（センター長：落合大樹教授）が設立され
炎症性腸疾患の症例が増え、多岐にわたる症例が研修対象となっています．
２．大腸癌、炎症性腸疾患、虫垂炎、ヘルニアなど積極的に腹腔鏡手術を
行っており、腹腔鏡手術手技を習得できます。



3．外科手術のほかに大腸内視鏡検査，注腸造影検査、化学
療法などを研修できます．

当科では年間7００件前後の大腸内視鏡検査を行っております。
その内、約１割は処置内視鏡（ポリープ切除等）です。
内部研修にて大腸内視鏡検査ができるように指導します。





下部消化管外科では、ホームページを開設し、当科の診療情報、
スタッフ紹介、大学院の研究室、研究プログラムの紹介、疾患の解説
などのいろいろな情報を公開しております。是非ご覧ください。

▲ホームページ：
http://teikyo-daicho.com/
（検索：帝京大腸コム）

君も是非下部消化管外科グループへ


